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顧問・理事・監事
職　名 氏　名 所　属　所　名

顧　問 小林　幹雄 新潟県教職員厚生財団

顧　問 吉沢嘉一郎 新潟県教職員厚生財団

顧　問 逢坂健太郎 新潟県学校生活協同組合

理事長 小林　敬明 新潟県教職員厚生財団

副理事長 田村　　稔 新潟県教職員組合

専務理事 髙橋　　信 新潟県教職員厚生財団

常務理事 涌井　昭夫 新潟県教職員厚生財団

理　事 弥源治仁伺 新潟県教職員組合

理　事 清田　廣文 新潟県学校生活協同組合

理　事 上野　　司 新潟県学校生活協同組合

理　事 高橋　雄一 新潟市立新潟小学校

理　事 川端　弘実 新潟市立白新中学校

理　事 遠藤　友春 村上市立村上小学校

理　事 荒木　　正 長岡市立阪之上小学校

理　事 山岸　真夫 長岡市立表町小学校

理　事 加藤　誠雄 上越市立大手町小学校

理　事 歌川　　孝 上越市立大町小学校

理　事 藤本　孝昭 上越市立城北中学校

理　事 草間　俊之 新潟県立新潟高等学校

理　事 島　　吾郎 新潟県立新発田高等学校

監　事 渡邉　　強 長岡市立東北中学校

監　事 松井周之輔 小千谷市立小千谷中学校

監　事 宮﨑　隆太 新潟県教職員組合

監　事 鈴木　　浩 三井生命保険(株)新潟支社

厚生財団職員
　笹川　勇治　　　 　安田　典彦　
　高野　トメ　　　 　田中　英幸　
　茂野　恵子　　　 　山口　隆行
　渡辺　美季　　　 　渡邉　健

　田中　正二　　 　齋藤　道春

収入 支出

平成24年度　会計決算・事業報告

評議員・支部長
支　部 評　議　員 所　属　所　名 支　部　長 所　属　所　名

新 　 潟 熊谷　博純 大江山中学校 ― ―

新 潟 北 ― ― 梅津　玲子 葛塚小学校

新 潟 東 ― ― 日諸　博美 東山の下小学校

新潟中央 ― ― 渡邊　三郎 沼垂小学校

新潟江南 ― ― 田中　賢一 亀田小学校

新潟秋葉 ― ― 齋藤　進一 新津第一小学校

新 潟 南 ― ― 袖山　兼一 大通小学校

新 潟 西 ― ― 浜田　　尚 小針小学校

新潟西蒲 ― ― 遠藤　英和 巻北小学校

新潟市中学校 ― ― 石坂　　学 舟栄中学校

長 　 岡 石川　良之 中島小学校 金子　満雄 旭岡中学校

上 　 越 市川　久男 春日小学校 山﨑　光隆 雄志中学校

三 　 条 小林　　修 三条小学校 横堀　正満 栄中学校

柏崎・刈羽 小林　克之 刈羽小学校 近藤　喜祐 鏡が沖中学校

新 発 田 山田　亮一 第一中学校 前田　　清 御免町小学校

小 千 谷 佐藤　正則 東小千谷小学校 島村　文男 小千谷小学校

加 　 茂 太田　正純 葵中学校 佐藤　春男 加茂小学校

十 日 町 大熊　一郎 南中学校 今成　榮一 十日町小学校

見 　 附 清水　伸二 西中学校 布川　治夫 見附小学校

村上・岩船 佐藤　強平 村上南小学校 長谷川浩志 神納中学校

燕 新井　政明 分水中学校 海藤　英紀 吉田小学校

糸 魚 川 井澤　和秀 田沢小学校 古畑　伸一 青海小学校

妙 　 高 荒川　圭子 姫川原小学校 流石　光信 妙高高原中学校

五 　 泉 尾組　　晃 川東小学校 佐藤　元彦 村松小学校

阿 賀 野 澁谷　雅秀 水原中学校 伊藤　喜一 水原小学校

佐 　 渡 岩田　英二 両津中学校 児玉　勝巳 金井小学校

胎 　 内 伊藤　　博 胎内小学校 桐生　和文 中条小学校

魚 　 沼 菊池　桐夫 小出小学校 中山　節子 堀之内小学校

南 魚 沼 小島　敏行 城内小学校 樋口　孝義 六日町中学校

北 蒲 原 岩田　一郎 亀代小学校 佐藤　政志 聖籠中学校

西 蒲 原 服部　裕行 弥彦中学校 齋藤　　憲 弥彦小学校

南 蒲 原 原　秀栄智 羽生田小学校 安中　長市 田上中学校

東 蒲 原 松田　洋之 阿賀津川中学校 石塚　文弘 日出谷小学校

三 　 島 南雲　敏行 出雲崎小学校 坂上　欣也 出雲崎中学校

中 魚 沼 星名　哲也 中津小学校 鈴木　　正 津南中学校

高等学校 太田　恭利 新潟商業高等学校 市橋　　浩 新潟中央高等学校

高等学校 平澤　秀昭 三条高等学校 ― ―

高等学校 坂上　　隆 高田北城高等学校 ― ―

特別支援学校 青木　　仁 東新潟特別支援学校 佐藤　昇誠 江南高等特別支援学校

大 　 学 ― ― 土田　淳慈 新潟大学工学部

新 事 研 大久保秀雄 安塚小学校 ― ―

平成25年度  役職員の紹介

収入・支出
150億3,436万円

普通・特別厚生費他　2億9,493万円（2.0％）

投資活動収入
39億9,655万円
（26.6％）

前期繰越収支差額
57億6,009万円
（38.2％）

有価証券評価益収入
6,883万円（0.5％）

雑収入・分担金等収入
609万円（0.1％）

厚生資金
積立金収入
24億9,991万円
（16.6％）

貸付金返済収入
21億2,673万円（14.2％）

貸付金利子・保険料取扱手数料
1億9,771万円（1.3％）

基本財産・資金運用収入　3億7,845万円（2.5％）
管理費　1億4,546万円（1.0％）

新規貸付金　18億2,299万円（12.1％）

厚生資金積立金払戻
18億8,125万円（12.5％）

投資活動支出
58億  837万円
（38.6％）

次期繰越収支差額
50億8,136万円
（33.8％）
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◇ 厚生費贈与事業
①普通厚生費　　 総　　額 8,377万円 
 １人平均贈与額 3,482円

年度末に全団員に贈与（個人の積立金に繰入れ）
②特別厚生費

種　　別 件　数 贈与金額
弔 慰 金 86件 864万円
災 害 見 舞 金 35件 360万円
病 気 見 舞 金 671件 1,339万円
香 げ 料 904件 1,842万円
結 婚 祝 金 334件 1,635万円
就 学 祝 金 732件 1,463万円
出 生 祝 金 727件 1,447万円
多額積立記念品 1,914件 1,148万円
永 年 団 員 祝 金 1,009件 2,776万円
合　　計 6,412件 1億2,874万円

◇ 生命保険団体取扱い事業（三井生命）
種　類 平成24年度末

普　通　保　険
保有件数 6,655件
保険金額 360億3,340万円

教職員年金制度
加入人数 2,301人
加入口数 65,105口

◇ 厚生・あっせん事業
種　　類 内　　訳

退 職 準 備 金 借 入 1件
総合健診等受診料補助
総合健診（人間ドック） 636人
オプション検診 708人

教 職 員 手 帳 等
教職員手帳 現職団員（希望者）と継続団員
蛍光ペン 現職団員

◇ 団員数 
平成24年度末

現職団員 20,414人
継続団員 3,645人
合　計 24,059人

◇ 厚生資金積立金
平成24年度末

現職団員 281億3,962万円
継続団員 77億5,080万円
合　計 358億9,042万円

◇ 新規貸付状況
種　　別 件　数 貸付金額

生 活 資 金 719件 5億4,983万円
自 動 車 資 金 345件 5億4,470万円
結 婚 資 金 24件 4,980万円
入 学 資 金 94件 2億0,370万円
学 資 金 134件 2億4,850万円
災 害 資 金 1件 300万円
住宅・宅地資金 35件 2億2,150万円

合　　計 1,352件 18億2,103万円

退任のご挨拶 新任のご挨拶
前理事長　吉沢　嘉一郎

　この度、６年間の任期が満了
し退任いたしました。「中越沖
地震」や「法人制度改革関連３
法」或いは「百周年記念事業」そして「社屋新築」
等の取組が待ったなしの密度の濃い六年間でした。
それぞれのプロジェクトは、団員並びに役職員の皆
様のご支援・ご協力のお陰で、その方向性が定ま
り、任務を全うすることが出来ました。心からお礼
申し上げます。
　財団は、新年度平成26年４月１日から「非営利型
法人の共益的活動を目的とする一般財団法人」と
して新たな出発をしますが、財務基盤の盤石化のた
め、新法に併せて「各種の事業見直し」を行いまし
た。この事業の成長・発展は、後任に託すことにな
ります。新たな財団を発展させる百年の歩みを刻む
ため、一層のお力添えをお願いいたします。

新理事長　小林　敬明

　６月１日付けで理事長に就
任いたしました。財団は、去
る５月18日（土）に創立百周
年記念式典・祝賀会を終え、
新たなる歴史に向けスタートを切りました。そんな
中、財団にとっては一般財団法人への移行日を平成
26年４月１日に予定しております。この日が本当の
意味での「新生厚生財団」誕生の日と考え、現在申
請の準備を鋭意進めているところであります。併せ
て、社屋新築に向けた取組も、本格的に動き出しま
す。
　このような現状に加え、百年間も続いたこの厚生
財団の歴史を知れば知るほど、理事長としての責任
が重く感じられます。微力ではありますが、顧問及
び理事、監事の皆様のご指導、さらには、評議員・
支部長の皆様のご理解・ご協力をいただきながら、
精一杯その職責を果たしてまいりたいと考えており
ます。これまでにも増して、財団のやっていること
を全団員に分かりやすく説明していくとともに、団
員の皆様の声に耳を傾けながら、新しい法律に対応
した法人づくりを目指します。ご支援よろしくお願
いいたします。
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期日　平成25年5月18日（土）/ 会場　ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟

ご　来　賓
高井　盛雄　様
阿部　愛子　様
久保田柾博　様
山本　幸央　様
長谷川　聡　様
仙田　隆宜　様
有末　真哉　様
鈴木　　浩　様
渡辺　裕茂　様
髙橋　和已　様
石附由美子　様
近藤　　朗　様
石井　　充　様
高居　和夫　様
井口　　誠　様
小林　晃彦　様
山田　　修　様
後藤　一雄　様

新 潟 県 教 育 委 員 会 教 育 長

新 潟 市 教 育 委 員 会 教 育 長

全 国 教 職 員 互 助 団 体 協 議 会 会 長

三井生命保険株式会社代表取締役社長

株 式 会 社 第 四 銀 行 常 務 取 締 役

全国教職員互助団体協議会専務理事

三井生命保険株式会社専務執行役員

三井生命保険株式会社新潟支社長

株 式 会 社 第 四 銀 行 白 山 支 店 長

新 潟 県 教 育 庁 総 務 課 課 長

新 潟 県 教 育 庁 福 利 課 課 長

新 潟 県 教 育 庁 義 務 教 育 課 課 長

新潟県教育庁高等学校教育課課長

新 潟 市 教 育 委 員 会 教 職 員 課 課 長

新日本有限責任監査法人公認会計士

新潟県教育庁上越教育事務所所長

新潟県教育庁中越教育事務所所長

新潟県教育庁下越教育事務所所長

理事長吉沢の式辞

「厚生財団百年のあゆみ」の上映

記念式典の様子 財団マーク最優秀賞受賞者への表彰

評議員会・支部長会　合同会議

厚生財団　広報 №１０6 ２０１３．７．１
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　風薫るさわやかな5月、本日ここに財団法人新潟県教職員厚生

財団創立百周年記念式典を挙行するに当たり、ご多用のところ、

新潟県教育委員会教育長高井盛雄様、新潟市教育委員会教育長阿

部愛子様、全国教職員互助団体協議会会長久保田柾博様、三井生

命保険株式会社社長、山本幸央様をはじめ、多数の御来賓の皆様

のご臨席を賜り、式典に錦を添えていただきました。心から厚く

御礼を申し上げます。

　また、これまで格別のご尽力をいただきました皆様と、本日、

ここに喜びを共にすることが出来ますのは、誠に感慨深いものが

あります。本当にありがとうございます。

　財団法人新潟県教職員厚生財団は、大正3年1月25日「新潟県

小学校教員互助会」として、当時の県庁内に創設された「国内で

初めての互助扶助による福祉厚生事業を展開する自助組織」でし

た。創設時の「定款、第3条」に「本会は、不時の災厄・老後の

準備の為、平素定率の積立金を為し、後顧の患いなく、安んじて

職務に従事せしむるを以て目的とす」とあります。

　この当時の教員の生活は、大変、厳しいものがありましたが、

自助努力による、「相互扶助団体の組織化」を目指された先輩の皆

様の、その彗眼と鞏固な実践力には、改めて、深い感動を憶える

ものです。

　以来、大正・昭和・平成と3代にわたる100年の時の流れの中

で、幾多の困難を乗り越えて教職員の福利厚生に大きな役割を

果たし、総資産370億円、団員数24,000人余りにまで成長しなが

ら、今日を迎えることができました。

　このことは、新潟県教育委員会のご指導、小・中・高等学校長

会のご理解や教職員組合などの友好団体、そして全国教職員互助

団体協議会のご支援や第四銀行、そして三井生命保険株式会社を

はじめとする金融機関のご厚意の賜であるとともに、これまでの

役職員のご苦労によるものであります。ここに重ねて深甚なる感

謝と敬意を表するものであります。

　「新潟県小学校教員互助会」は、明治45年に森正隆県知事が本

県に着任され、教員の互助施設の重要性に着眼し、組織されたの

が始まりでした。その後、昭和9年には、三井生命保険株式会社

と生命保険団体取扱契約を結んで新事業を始めたことを手はじめ

に、常に、団員の声に耳を傾けながら的確な事業見直しを行い、

団員の福利厚生に貢献してきました。

　終戦前後は、在外資産の凍結、没収、諸会社の減資等により、

当財団は莫大な損失を蒙り、事業の一部をやむなく縮小または停

止をしました。しかしながら超ハイパーインフレーションであっ

たことや新たに購買金立替払制度や貸付事業等を創設しながら、

常に団員の生活向上のために総力を上げて取り組むことによっ

て、多くの課題の解決を図ってまいりました。

　これらのことによって確実な成長を遂げてきた財団でしたが、

昭和30年10月の新潟市大火では社屋が類焼し、全焼するという大

きな危難に見舞われました。この再建の経費の一部は、団員に新

たな負担をお願いしなければならなかったのですが、全団員の一

致協力と第四銀行様からは、東中通支店などをお借りして、仮事

務所とさせていただくなど、財界、金融界のご厚意と新潟県教職

員組合はじめ友好諸団体のご激励により、この大きな困難を克服

し、翌年の社屋再建に繋げ、大きく発展の元としたのでした。

　平成18年6月、「公益法人制度改革関連三法」が国会の承認を

得て、平成の公益法人制度改革が始まりました。この法律は、財

団の存亡にかかわる大きな問題を含むものでした。そこで、法人

制度検討委員会を立ち上げて検討した結果、財団は「非営利型法

人の共益的活動を目的とする一般財団法人」へ移行することを決

定しました。

　その後、この新法に対して、本日ご臨席の全教互と金融庁との

長く、粘り強い協議の結果、平成24年6月、財団はじめ全教互傘

下の多くの互助団体が、「保険業法と貸金業の適用除外団体」

となったことが大きな救いとなりました。これを受けて、私ども

は、新しい定款を定め、具体的な事業見直しを行い、新法人移行

の準備を整えることとなりました。

　この事業見直しでは、債券利子収入に対する源泉徴収課税20％

に対応し、安定した運営基盤の盤石化を図ることが、最も重要な

課題であると考えました。

　そのため、普通厚生費贈与率の引き下げや多額積立報奨制度の

廃止、及び現職団員の各種申請手続きの個人化対応のため「団員

マイページ」の開設など新たな対応を図ることにいたしました。

「団員マイページ」は、事務量の軽減化とともに郵送料を大きく

縮減することになり、財団の将来の運営のあり方に大きな展望が

開けるものと期待をかけております。

　更には、懸案の「継続団員の入退団のきまり」を明確にし、段

階的に「80歳での全員退団」のきまりを定めました。

　今、百周年の祝いの時を迎えました。来年度、平成26年4月1

日には「非営利型法人の共益的活動を目的とする一般財団法人新

潟県教職員厚生財団」として、新たな100年の出発をする予定で

す。そこには、新たな困難や課題が生じてくるでしょうが、今後

とも全団員のご理解とご協力を戴きながら、共に新生「新潟県教

職員厚生財団」を創り上げてまいります。その思いを込めて昨年

度、「新しい財団マーク」を公募・制定し、団旗を新調いたしま

した。

　今後は新しいシンボルマークのもと、一般財団法人「新潟県教

職員厚生財団」の大いなる事業発展を目指していきたいと考えて

おります。関係の皆様の一層のご理解・ご支援を賜りますようお

願い申し上げ、式辞といたします。

式　辞
財団法人　新潟県教職員厚生財団

理事長 吉沢　嘉一郎

新潟アルス・ノヴァによる記念演奏 祝宴の様子

記念祝賀会
２０１３．７．１ 厚生財団　広報 №１０6
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祝　辞
新潟県教育委員会

教育長 高井　盛雄様

　本日は、教職員厚生財団百周年、本当におめでとうございます。

また、県内各地から新潟市においでくださいました多くの皆様、本

当にありがとうございます。御礼申し上げます。

　記念式典の開会に当たりまして、一言お祝いを述べさせていただ

きます。

　創立百周年を厚生財団が迎えられたことを、心よりお祝い申し上

げます。貴厚生財団は、県内の教職員が自らの力で相互扶助を図る

ことを目的に、大正3年に組織されたと伺っております。

　現在も当初の理念を大切にしながら、信頼と期待に応え、確かな

事業推進を図り、24,000人を超える団員数を有しておられること

は、その歴史が、新潟県の学校教育の充実・発展の歴史と相まって

いることはもちろん、事業内容が団員の活力と支援を第一に考えた

ものであると感銘を受けております。改めて100年という長きに亘

り、財団を支え、携わっていただきました皆様に心から敬意を表さ

せていただきます。

　東日本大震災以来、日本人が昔から大切にしてきた、そして厚

生財団の理念である「相互扶助の精神」「絆の大切さ」が、クローズ

アップされてまいっています。そんな中、私は小学生低学年の子ど

もでしょうか、お菓子を買うためにお店に寄って、お菓子を買おう

か、でも、ちらっと見た募金箱、その間で非常に悩みに悩んで、お

菓子を棚に戻し、募金箱に募金をしている。そういう姿を目にいた

しました。

　また、災害復興それに留まらず大学生を中心とする若い人達が、

ボランティア活動への参加状況が非常に増えているということも聞

いております。若者の、他者に対する思いやりやかかわり方が変容

してきているということではないかなと思っております。

　この2つの事例は、今自分が何をしなければならないかを考えて

の行動であり、教育に携わる者の一人として、大変嬉しく受け止め

ております。

　今年、新潟市は政令市となりまして6年経ちました。政令市ス

タートと同時に、教育の在り方をどうするかということで、新潟市

では教育ビジョンというものを策定し、今それをどういうふうに進

めようかということで、一生懸命取り組んでいるところです。

　私は常に学校現場に学んで、教育現場を信頼し、そして、地域の

方々の力を借りながら、学校と共に教育問題解決に向かって行く、

ということを肝に銘じまして、折に触れ、機会あるごとに皆様にそ

ういうふうにお話をさせていただいております。

　しかし、不登校・いじめ・体罰・学力の向上、こういったものな

ど、教育界への風当たりも強くなってきております。学校は変換期

を迎え、教職員一人一人が教育のプロとして自覚を持たなければな

らないということを痛感しております。そのため、市民感覚に富ん

だ、信頼される教職員、つまり、子どもを愛し教育に熱い想いを持

ち、バランス感覚のある教職員をたくさん育てていかなければなら

ない。と、肝に銘じております。

　互いに助け合うという理念の下、数多くある教育環境つくりに貢

献されている貴財団と同様、新潟市教育委員会としましても、教職

員が互いに助け合い、切磋琢磨し、働きがいのある教育環境を構築

しなければならないと考えております。

　結びになりますが、創立百周年記念事業の開催にご尽力ください

ました関係者の皆様方に心より感謝申し上げますとともに、新潟県

教職員厚生財団のますますのご発展を祈念いたしましてお祝いとさ

せていただきます。

　本日は誠におめでとうございます。

　財団法人新潟県教職員厚生財団創立百周年記念式典に当たり、

一言お祝いを申し上げます。貴財団は、大正3年に新潟県小学校

教員互助会として設立され、以来幾多の変遷を経ながら大正、昭

和、平成と歩みを続けられ、県内教職員の厚生事業を行うととも

に、県民のための教育・文化活動を実施され、広く県教育の振興

に寄与されて来られました。この間、歴代理事長様はじめ、役職

員や団員の皆様が一体となって財団の円滑な運営に尽力され、本

日このように盛大な創立百周年記念式典が挙行されますことは、

誠に喜ばしい限りであり、関係者の皆様に心から敬意を表する次

第であります。

　さて、国におきましては教育再生が経済再生と並ぶ日本の最重

要課題であるとの認識の下、教育再生実行会議を立ち上げ先般も

第二次提言がなされたところであります。今後、教育行政に関わ

る抜本的な見直しを進めようとするなど、教育を取り巻く環境が

大きく変化しているところであります。私ども教育現場を預かる

者として社会の状況や国の動向を踏まえつつ、子どもたちにとっ

てより良い教育とは何なのかという原点に立ち返り、本県教育の

基本理念である、個を伸ばす教育の推進に努めて行かなければな

らないものと考えております。

　このため県教育委員会では「知性に富み、心豊かで、たくまし

い、活力に満ちたひとづくり」を基本目標にしまして、子どもた

ちの生きる力を育む教育の推進、生涯にわたる「学び」「躍動」

「感動」を支える基盤整備等を推進しているところであります。

　その推進に当たっては、私ども教育委員会だけではなく学校、

保護者が連携し関係機関及び地域の方々の協力も得て取組を着実

に進めていくことが肝要と考えております。とりわけ、「教育は

人なり」と言われるように、教職員一人一人が自らの職に使命感

を持ち、自信と誇りを持って日々の教育活動を実践できるように

することが何よりも重要であります。県教育委員会といたしまし

ては、公立学校共済組合及び、財団法人新潟県教職員互助会と連

携し、教職員の心と体の健康づくりと、生涯生活充実への支援に

取り組んでいるところであり、貴財団におかれましても相互扶助

を基本理念として、その時々のニーズに則した教職員の福利厚生

の増進に努めていただいておりますことに、誠に心強い思いをい

たしているところでございます。今後とも、教育現場で教職員が

安心して職務に専念できますよう、教育関係団体との連携を図り

ながら、時代に即応した福利厚生事業の一層の充実、推進をお願

い申し上げます。

　また、貴財団が実施されている「深めよう 絆 県民運動」への

協賛をはじめ、県内の教育振興団体や地域住民、子どもたちが参

加する事業への助成につきましても、県民の皆様に親しまれ本県

の教育・文化活動の発展に大きく寄与していただいているところ

であり、この場をお借りして深く感謝を申し上げます。今後も引

き続きご配慮を賜りますようお願いを申し上げます。

　終りに、貴財団が創立百周年という節目に当たり、一般財団法

人への移行や新社屋の完成に向けた取組など、更なる飛躍を遂げ

られるとともに、本日お集まりの皆様のより一層のご活躍とご健

勝を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

祝　辞
新潟市教育委員会

教育長 阿部　愛子様

厚生財団　広報 №１０6 ２０１３．７．１
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　この度、新潟県教職員厚生財団が創立百周年を迎えられるに当

たり、全国教職員互助団体協議会に加盟する65団体を代表いたし

まして、お祝いの言葉を述べさせていただきます。

　この法人の寄付行為には、このように書いてあります。『新潟県

内教職員の厚生事業を行うとともに、新潟県民のための教育・文

化活動を実施し、教育の振興に寄与することを目的とする。』と

あります。大正3年1月25日創立以来、100年の長きに亘り、積み

上げ、残された実績は誠に、意味深いものがあると思います。

　学校教育の充実は、複雑になる社会にとってますますその重要

性は増しております。そのためには、この大切な役割を担う教職

員が、安心して教育活動に専念できる環境にあることが不可欠な

条件でもあります。

　今日在る貴厚生財団の組織と事業の充実は、100年に及ぶ弛ま

ぬ努力と情熱によって成されたということを拝察いたします。改

めて関係された皆様方のこれまでのご尽力に対し、深く敬意を表

すところでございます。

　先程も話されておりましたが、ここ数年、私どもの互助団体は

公益法人制度移行に伴い、存続の危機に立たされておりました。

全国65の互助団体は、知恵と力と行動力を結集し、なんとかこれ

を乗り切って参りました。

　新潟県教職員厚生財団は、平成26年4月1日をもって一般財団

法人に移行することを目指していると伺っております。現在は認

可に向けて移行申請の準備中であると拝察するところでございま

す。

　法人移行問題は現在一段落しましたが、保険業法は施行後5年

後には、これはまたもう一度見直されるということになっており

ます。さらにこれから先を見ますと、全国の互助団体にはまだま

だたくさんの問題・課題が連続することが予想されております。

　ところで、新潟県はあの野本恭八郎の、互尊・独尊思想の地で

す。そして、あの小林虎三郎の米百俵の話の地です。この米百俵

の話は、苦しさに耐えることが未来を拓くという視点で語られる

ことが多いようですが、私はやはり、学校教育こそが未来を拓く

のだというふうに考え、信じております。

　私たちの互助団体組織は、相互扶助を根本としています。お互

いに助け合うことによって学校教育を支え、守らなければなりま

せん。全教互はこれからも、互いに連携し、知恵を出し合い、力

を結集して難関を乗り越えなければならないと考えております。

　最後に、新潟県教職員厚生財団が記念すべきこの百周年を機

に、ますます発展されるとともに、組合員をはじめ、関係される

皆様方のご健勝を祈念し、お祝いのご挨拶とさせていただきま

す。おめでとうございました。

　この度、財団法人新潟県教職員厚生財団が百周年という記念す

べき年を迎えられましたことを、心よりお祝い申し上げます。

　また、本日は創立百周年記念式典という大変おめでたい席にお

招きをいただきまして、誠にありがとうございます。

　吉沢理事長様をはじめ、厚生財団の皆様には、平素から格別の

お引き立てを賜っております。この場をお借りいたしまして厚く

御礼を申し上げます。

　先程、吉沢理事長の式辞でも触れていただきましたが、私ども

三井生命と財団の皆様とのお付き合いが始まりましたのは、約

80年前の、昭和9年でございます。その年の4月1日に当社と財団

との間で団体契約の締結をさせていただきました。以来、今日ま

で、私どもは一貫して、団員の皆様に対する福利厚生の充実に向

けたご提案をさせていただき、普通保険や教職員年金制度などを

通じて、財団や団員の皆様とたいへん友好的なお取引をさせてい

ただいております。

　この度、財団は百周年の節目の年を迎えられました。三井生命

は今年創立86年となりました。この100年、86年という期間のう

ち、80年の長きに亘ってお取引を継続していただいておりますの

は、まさにお互い、強固な信頼関係があったればこそだと思いま

す。これもひとえに歴代理事長様をはじめとして、財団の役職員

の皆様のご理解、ご厚情の賜物であり、改めて深く感謝を申し上

げる次第でございます。

　昨年の10月、東京駅の丸の内駅舎が創建時の姿に復元されまし

た。その東京駅が誕生したのが、大正3年でございます。まもな

く100年を迎えます。東京駅の歴史は、まさに鉄道の歴史そのも

のだと思いますが、財団はそれと同じだけの歴史を歩み、なおか

つ、厳しい時代の変化を乗り越えて、大きく発展されました。今

日のように変化の激しい時代においては、組織や会社を存続させ

ることは容易なことではありません。それは、私自身経営者とし

て、身をもって感じております。この100年、おそらく大変なご

苦労、ご努力があったものと推察いたします。財団を支え、ここ

まで発展させてこられた皆様のご努力に心から敬意を表します。

　さて、生命保険業界においては、少子高齢化の進展、ライフス

タイルの変化などによって、お客様ニーズはますます多様化し、

お客様が求めるレベルも格段に高くなっております。

　こうした状況の下、当社は昨年度より、新しい中期経営計画を

スタートさせ、お客様に対して「今まで以上に、高品質で、お客

様目線に立った保険サービス」をご提供すべく、全力で取り組ん

でいるところでございます。保険の商品はもちろんのこと、販売

時の情報提供やコンサルティング、分かり易く簡便な事務手続き

など、さまざまな面において、本当の意味で、お客様に他社より

も高い品質の保険サービスを提供できるよう、しっかりと取り組

んでいるところでございます。

　財団、団員の皆様に対して、引き続き、ご満足・信頼いただけ

る会社となるようしっかりと努力してまいる所存でございます。

また、創立200年に向けて、財団の今後の更なるご発展にできる

限り、私どもとしても貢献できるように、努めてまいりたいと考

えております。引き続きご支援ご協力を賜りますよう何卒宜しく

お願い申し上げます。

　結びになりますが、新潟県教職員厚生財団の益々のご発展と、

本日ご臨席の皆様のご健勝を心よりご祈念申し上げまして、私の

お祝いの挨拶とさせていただきます。

　本日は、誠におめでとうございました。

祝　辞
全国教職員互助団体協議会

会長 久保田　柾博様

祝　辞
三井生命保険株式会社

代表取締役社長山本　幸央様

２０１３．７．１ 厚生財団　広報 №１０6
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一部手続きの変更について
　今年春に退職された皆様に長い間ご加入いただきました感謝
の意を込めて、県内３会場で「退職を祝う会」を開催しました。
　地区 ／期日 ／ 参加者数
　上越　6/ 5（水） 29名
　中越　6/12（水） 61名
　下越　6/21（金）103名

（6/17集計時点）
　退職した後もご多用の中た
くさんの方々にお集まりいた
だきました。懇親会では久し
ぶりに再会した旧友との会食を楽しんでいただき、好評のう
ちに終えることができました。
（招待したのは平成25年3月末に退職したうち在団年数が25年以上の方です。）

▲中越地区の様子

た皆た皆様様様様様様様様 加 ただき加 ただ加 ただ加加加加加 ただだだだたた
退職を祝う会

れたたれたされたれされれ
退退

鑑賞チケットプレゼント
プロ野球･Jリーグに続きプロ野球･Jリーグに続き　　　　
応募受付中！
お住まいの地区に関わらず
どの公演にもご応募できます。

＜希望席数＞
　　お一人様２席まで

 応募者多数の場合は抽選により
決定します。
応募方法をはじめ詳しくは募集
案内をご覧ください。募集案内
は財団ホームページからもご覧
いただけます。

＜お問い合わせ＞
厚生財団
鑑賞チケットプレゼント係

新潟県民のための教育・文化活動新潟県民のための教育・文化活動
厚生財団は新潟県の教育振興に寄与している団体や事業を支援しています。

普通事業助成
伝統文化芸術・サークル活動等

平成25年度申請期間／平成25年6月から平成26年2月まで

第2弾

お知
らせ
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各種払込金の照会をするには団員マイページ！
新潟県教職員厚生財団新潟県教職員厚生財団員厚生財団員厚生財団 検索検索 団員マイページにログイン後“払込残高明細書”をクリック

パスワードをお忘れの場合は厚生財団までご連絡ください。

永年団員祝金対象の方へ

多額積立記念品の案内は９月です

手帳のお申込みは９月までに
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間引きの悪習の無い越後国

「越後女は白河おこす　これも殿御のおたまもの」

酒蔵、銭湯、豆腐屋、古本屋

彼らが頼りにしたの

は、越後杜氏の相互

扶助組織である松尾

講であった。

忍耐・勤勉・相互扶助組織

－他国稼ぎ・移住の歴史－　　　

新
潟
県
歴
史

シ
リ
ー
ズ

赤塚五郎　 全国都市浴場組合連合会長から
　　　　　衆議院議員となる（写真提供：中之口先人館）　

参考文献）田村裕・伊藤充『知っておきたい新潟県の歴史』　新潟日報事業社、
　　　　　大島美津子『新潟県の百年』　山川出版社
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